
虜瓜 恵 もの とな して L)る ｡爵 三 に鑑匿史的恵背景である .静索亀 倉 の歴史攻

之f♂3年覇 に さかのぼ､()此憂慮 と呼ぼ､れ る稲 作泉麻 を竜 っf=鹿族 の遭 人 は′

鷹推 量柊 G,)蜜審 査A1-tide,とな って劣 ()′ ｢額 紡 廉廉 ｣ とい うj奴毎の廉 強敵 t=

乱 す造れ席 量感 妾宅纏 ,)由 してい る . この嬢 に禰 雅文 勉 を竜つ民鹿 の足底 を

農た といろ こ とは ′ 虹 の高冷 地 との比 薮ゝ ヒ於 tiJ穿 っている,津田 には県 民

性 である｡過 酷 な 宙鮮各埠に常 に併 変 と努力 を 克 って貯jqR-し金 凱 -L強 て此 奴

嘉 が鼻 電束収 をあが でい るとい う撃輿 で ある ｡又泰盛 の藤連 とも慮 巌 っ･こ鹿

地底 ヒの爽 鈍 が､巌 んで あ り.所 讃斎 戒が渡⊥ ゼ し､た｡ 二九が 鍵糸寮展観 の一

軍 とも恵 ,)文夫正路武か らの轟品泥 励 導 入 の原因 とも な って いa bこれ ら現

っが 此 の高冷地 を蜂 倣ゴ､(+)5因 子 で､ぁ ()又 二九 らが鑑み 金わ き〃て鹿儀 に麻

薬 な寓 各地 の瞳蕗 を窺 也 している .

3 .腐 み′て

卒 練 は4Z年間 の集大鼓な ど ヒ恵 見込 み ′初廟 o)衛層 は摩 大女 ものどあっ

f=が ′ 盛者 /年 間年額 という邑榊 に終傭 贋 ,)まわ され た麻､′液 めば､j虹がど

した い患 じに患 わ れ .珂 L:て Lよ うが働 き轟女 になって Lま っrC｡い よ (＼

よ 自己一味愚 に限 って いる次 舞 で竜盾 ｡ / ヱ 庁ユ{ 日の締 め切 ･)までの /D

日雇 は ー全 く巷 しい蹄し､であ った ｡ しか しこれか ら原 変ブ 3東金 があった

ら軍務そそ魯 ()として何 が克 ()たい と凍 えてい るt='､サで五戒庫 [=t､つた と思

･ラ o

戦後 開拓地 の実鮭の地理学的考秦

- 愛 知 県 卓 衛 開 成 地 の 猿 谷 -

永 田 ′使 手

閣腐敗は′高座 勉 覇華 と低 旗池 覇菌 の二大剥 がす髄 であるか ′親政 締巌 地

の麻 包 d:J喝麓 帯地 の殊 私利 覇 によ点 .都 市風 琴で交通 に恵 まれ た顧慮 奴が

あ ')′醜優 にまで顔 t来 た悪希件 の地底 とIiそ の鹿勝 を昇 にサ a｡

･憂慮 爾腐 敗 は餐鷹 番 に優 しノ南軍 の (明恵双 酎 弟二次 大磯終 了まゼ陸軍

凄葛藤 であ った )凍感 台地 /,犬塘 原 J 轟飾席上 に止選 する贋 嘉 ∠ 3聖) ′/潔 .

j ク♂0 4e久 の底豪 である oA 命文 は二 の東､型根 底 凝塊 凋 市故郷 稀夢 勉 の

好食 の蒼顔 変 哲励 とし ′池 鏡 像 の肥慮 ヒ賓息 をお いた5曽爾鹿 鹿 の鹿蕗 を鹿

足 や為 ものは太別 して索 然象件 ′え文展 鉾 であ るが､.毅後 簡莱欝衆 の佐藤 の

廃す及軌が来 せある為 一座 教 の鹿 畠 は次の顔 ( .行 った ｡

務-牽 額査勉廃既象

5日 放漫 蹄ノ虹寛
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昏ま 畠鉄兜 連 館輝度 (施 衝 ′東厳 重 )

53 人 東政教 的 寮鹿 (塵膚 市 の磯 舟 庭巌 ′衆盈 )

舞 こ尊 厳 政園兼塵 の乗 鯨

S t 幾 度関脇 重来 につい て し開施 政乗 ′蘭廃 車 黄 塵威 )

卓2 度庖 願露 盤 の療感 (観象 ′凝 廉温風 ′哲鹿 央腐 )

畠3 四 顧慶庵 鹿 藍 の失意 (高 繭衆 , 岩盃 .斉 冶磨 , 大鹿水 盤藍 )

卓 t 束三好 終 息覇 産

毛2 新水密 へ の軒森

33 番細

i*上

着飼右 勉 の鹿形 を述 べ るに解 し.明度 を威 す轟 ヒ/淡腐 台地 腐乱 の山鹿 ′

沖 腐敗 を香 め た政略裾査 勉鹿 を盈足 した Q 波膚 台放 虻上 底 は 胸康 に薮当 )′

中止 し嘉飾 磨 lI藤巻 ),亀庭 の三台勉 黍 にか けら れ るか ′拷庖 地 立地 の重要

各席 であるか ら.度 に姉 介 し一上 比面 で ぼ,@傾斜 面 .中政審で は′像 生産 性

の衝線上 (遼東 グロが ク )命和地 女鹿 出 した.又 .谷底平野 は.沖轟 各 区 と.

⊥ 虹台地 を刻七侵 飲俗､嵐 に卦 れ 谷 せて九地#,衝 に食感 した .地形 廃盤 史 tt=

覇 しては巌太助 女鹿で二線が寓 止 し′細 か (､康で 塩層 々の蔑見 が あるが ′-

艶 をとる轟 は飽 か を超 え-1いる奉 ヒ′太 歯ズL-L占め る比蜜 はノユ＼さ い轟か ら J

丙鼠 を弧 べるに留 め を.土磨 Lf,研摩 以前 ヒ は毅萄木 藤 の塵及ひ"鹿 に-面 長

鎧われ 乏 ′敢顔 鮭′磨鹿 兜 乏 L 有新 顔酸欠i の虎磯路 又蛙脊 褐 色 の巌磨土壌

ど . この上虜 改壕 こそ′ 卓顧慮 絶 叔カ の遠慮 鼻件 であったが .徹底 した轟寒

路刺 の下で ′盤虞 錦庭塵 を蛙か し.都 市牽殊 を貨車で 集めた ().計 画埼施 肥

に よ ()′金 野素顔 の鼓索 喝拓 奴 となった ので あ 葛｡冬 一 つ の悪廉件は泉水 蛙

であり′鼻顔 /甘奮作 の廟雁 経軌 二限定 され てし､たが,東 芝河鹿 各種塵 の -

農 である ノ 藍 川療菓間水が潜動 3 タ年 鑑巌予定 で /施 薬豪鷹 へ の動 きが-教 いe

人文､老廃 ヒして 軋 庫 に壇 鷹 番 の都 市 鷹番 に愛東 をお し､左 ｡即右/ 東嶺 町→

戚下町づ威 下町→単車都 市万象案 文仏都 希 の豪産 を簸 て′麻乗 は鷹番 工兼都

市 に褒 ろうとしこ し､る′象登 の激 しい塵腐市 の-肇 を占める当 帝展 地 は.痩

庵 市憂毅 の-逸雇 に他 な らな い ので あ '), 簡易地存杏の魂 は この 泉 にあ る と

い りこ L温 富ではない O 歴史 .産栄及 び､これ L;の鹿､磨釣 な魚 疎で i:勉刺 何の

殿息か ら並 べた｡

--オ J曽 覇腐 蝕 は .jb酪渡 を 酸 い[=国 内 雀 - の大 廉 団 簡露 地 で あ (). 顧慮

慮導 師の立とに徹 底 した及 宮が丹 木JL′威凌簡廃 寮糞 の佐藤 を数 (及 廃 して
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いる ｡戴 療 /7耳 ′故か 葛藤 の変仏につれ ′弼威 承廉 量 ′失業 者 汝 藤 , 食感

を給 に強 ま ()′冬 日では.渡梁塵 太速 に よる一飾磨 ･原歯巌魔 女 どの賓 癖 と ′

およそ丘一期 の変胤が罷 め られ′ 当敗 の藤摩過 嵐 もそ の渡の 上｣ニあ る9 しか レ

曽磨 - の盈藤 櫓勝 者 は / 入癖 と阿蘇 に療成 杢れ f=覇慶厳寒 粗 金 のカが＼嵐 く′

･古顔 癖が摩庭 と恵 で),各地K を鹿 ぬ Lて い る p 哀感各 路 ,変通 ′衆 脇 の積

寒 カ の看無 .敷金 責 の東 城 韓 が凍 粥 して ,S 地 区のそ の俊蕗 を輿 に L, , 或 顔

周 醇 に磯 ま って覇鹿 也, こCD胸 奥 に i (),舟 東 の方 がン分化 する と脅 え LLれる,

本線 文 では 腐敗広 を とりあ Ijilを. r高頗 厚 地g J- 質入 出 身者 8>0 g と食 姓

藍 や凝 4富摩 ゼ あ 届 9 又 ′市街 必 =慶 電通 厳 し′都 市化 が遭 款 /土 地 の庭象′
藤 倉 が多 く ′兼貨 車 は惹 く′ 開費脇 の索 名東 棄 克 あって l絡拓 鹿 としての塵

格 は凝 毒矢わ 来 てい る ｡ 盤 ′ 企湊 的 な/ク クク0粛 単位 の番 爵牽窯 が一部 で は .

叔功 しでいる , r岩盆 地 庄 ｣ 一 級 金 員 のJ'LiLβ は舟付計画 による大嵐 を ビ′

鹿央 の主,# か ら観葉 へ a)線 度の 解 ノ他地 区.l=li意し､厨浩 カ を生 か して額紫 蕗

蛍 ′物煮 出考 を厳選 し.A草地 酔嵐 を鐘か した永 裾加 工 (鼻膚 沃慮 )は ′ 脇

和 3 3年 , 大 薩市 虜 -a東 -也 の毅 菰高 を占める に到 () , 他作物 に哉孝の 銘輿

が上 が ってい る , ｢夫̀胎廉 姓匠 ｣か 起床 に奮む ⊥社 台地 蔵 に鹿 藍 する為 'Bl頚

を利 用 した水 田が谷 施g 中農JL多 < . 水 田賓 /02IXで あ る, 碍虜 廃 の塘浄カ

Fi:轟 く′摩 々の鹿 紫 の出身名 の廃合 どあ る轟 を者 慮 し.童顔 鼻紫 か ふの艦 康

に 解 し′勉 っか の形態 真野 解 し .名 戸 の遼東 に呑 ね てい る ク廉 団鮮度 を /2

番家 が或顔 洗口こ行 って お ,),舟乗 は藤 森 /蕃 解 も患日日t,tれ る とそ蔑 まれ る.

攻 清 水 舷区_J一 関 凄蕗 のカ 比戴 く, 主顧慮 栄 の塊 を出してし＼な い ･.経 営葡萄

は .四他 直 中厳 亮 多 く′ 鼻業孝 も底 いが ,誉鹿 吐 一磯 に 不瀕 ゼあ為 Q これ 首,

エ 壊激 地 ヒ して萄 利 息屠蘇穆 跡 である為 ′ 土 地衷 豪へ の廟 蕗 が､大 き い車に立

願 寓 してい る C

以 上 の巌 に内部 醇 に蛙慮葵 が 香るが ′当覇拓地 の性感 広′ 曹府 すれ ば′不

嚢 土廃 の泉 確 を農盤 ヒ L J虞 摩 戎 }が甘 藩作中 ビの畑 作鹿葬 ヒ宴度 し女鹿 を戒

めて き左が /数 年′温 顔 血祭 膜 を剰 萄 Lた鼠東 園裟 ノ ある い 匿 ′ 廓 碕故 郷 の

和 牛紅鮭か した終演 .ノ承 敏 ノ農 務 へ と観 象 LrJ,-:,,'あ,bhそ して ′大束田 頑産

地 の徹 底 した塵韓 凍執立 あ し､ま ってノ金国 軍廃 絶 で＼訪轟武 庫 の地底 生島 融点ク

しか し .- 方で庭′･塵贋 覇の東に あ って ′政東 泉顔 の市 の顔贋 底魚 と左 っr=

巻 再彪 勉 は /舟 系 .射 巌 渠腰 帯鹿 妻 (威厳 上乗都 市 J としこ の凌 寵 迫巌 にあ

って /そ の各鹿.は濃 くな ゥてい a p

野乗 ′曽爾腐 敗 は覇慮兼 ヒしての峻賂 i:康東 するで あ ろ ら ,それ に は .放

き浄 来 ヒ して は ′ 風 各鹿家 に 厳 し′塵軒 勉 ヒして の各線 する 方向 C田鹿 匠～

_.LJ-I.



は索蕗′文値 衆 地 区 が敦磐 す る と鳳 われ る )ヒ療新 鹿 その もの の牡鹿 を果 し､′

私産審 Jこ列 間 去れ るカ句 (高姉 衆 ′大湊水 塊 藍 )が あろ う,そ して ノ薮 に温

い腰麻 に強 いて 株,簡易 姥 ヒい ろ-過展 を産 7r= . 内藤 工栄地番 ヒ化すどあろ

う ｡

他碍塵 地 との私儀 を舟 いえ恵 が.フた ので漸 定 はで き患 いが ′鹿 渡 丸 /兼 帯

比 布 の錦宴 鬼 と して ′ そ の贋 廉 を殊 勝 に敏 藤 に慶 釈 して い,a.地底 で は盆か

ろ らか 1?

平種子糖業の地理学 的考容

赦 桓 岩 棄

卒紫 敦夫 の〆地 の決断 二際 して 恥 かね てか ら/-疫 武重 を好 し､互 い

と希饗 してい た島 蛙 麦取 り｣｣が ′そ れ も未知 の さものを求 める贋 味 心 か ら.東

泉か らな るべ く髄 れf=′それ ゼ し､て密漁 拳 骨電解 別 は落 くな い摩 ネ 轟 を濃度

した .泉水 み七 .南九 州- 簡解貯 まか ねて′ 重言 亀 の子腐 泣麻 を行 っ たが .

IT-三三 三 二 i;I;-:-1i-:::I= ∴ ∴ ∴ 二 ㌻二 ･.:_i-I二 :A_三∴ 二∴

鼻 水 み ,いよ いよ本藤 歯 な敷 地濁 盤 に出親す る後 にを る と / も ろ-度系 量 ニ

と女紫 蘇 ビ きれ ＼萄碑 鰻繁 務 と′蕗斬 療狛こも索 敵 シ- オ ン の覚 ま届盈覇 で あ

ったこ とか ら塾 ′ 鼠地 へ の出 産が暴 鼠 こも ′ま た受 務 に顎感 じ､あ れ 飢 ､こ と

量を か ゥた 〇 二の よ 封 こ′# -鹿威 が原 調塵 cb不可髄 な渡 腔 鮭 にある こ と

は虜初 か LL磨 鰭 は して い{=も の の ,療 粟 約 歳 為 と′そ の鍋底 にあ た ってはか

な｡0'㌶-読 乙C空 ゑ審 ウてい た こ ヒklま否 め患 い っ 私 蟻 と現勉覇壷 ヒ十

鯛 軌 でいれ ､ziM桝 -k の級鷹 (=お い て広一 -蜜 の鍵 盤暦象 ゼ金

で覇王 っ くせ るtbの と藩 え る こと轟底 大 きな象 りであ ()･ ク 再/ / 0日玖 乳

返 よきな が ら.よ bや く問題 客観 が芽 生 えて.整r=蹄 ヒは質淋 不足 に悩 まぜ る

皇えな い とい ろ覇 即 こ障 っf=の で あJas このよ ら窓 車努 か ら 亮 ノ 勲 の論文 は

適 者 の廠 轟 鎗 哲#Vか 濃 く.及 政 変十射 こ反歌 生せ r=/中腰 寺 の癖濠 の地 底 性

愛鑑 嬢 する といろ地 理 の主 日給 を巌ぬ する盈ゼ に変 ちな か っ1=のは / ま = ヒ

ヒ塵 感 のカ＼き"()であ る｡

しか し′ 友香 /必ず しも学 問 縛 とは 云 い艶 いのぞは あるが ノ 打AjLど=t膚 が

歩廿 る直線が､っ き _ま r:′鹿路 の生 濡 産 額解 に藤 を渡 って 錬磨 鼻息 して知 り

慮 た こ とtf /堂 か祭魂王 はあ っF=が /凄 重 患 ′よ r=魂 し い習 い 出 としてい つ

まで 竜威 三九 る こ とと愚来 れ る .

車痩 封 志摩音 盤 の中東 肇 に鹿 厳 し′面虜 /4W kmZ . 人 口2♂′390人 ′廃藩
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